
１Q 
ひかりが丘のディフェンスは3－2ゾー
ン、対する川上北はオールコートマン
ツーマンでゲームスタート。	
 
川上北は、ひかりが丘の＃4に対して
フェイスガードのディフェンスを起用
し、ひかりが丘のオフェンスを封じ込
める。ひかりが丘は流れをうまく掴め
ずにいたものの、＃4の鋭いドライブ
などで得点を重ねる。川上北も＃4、
＃9を中心にオフェンスを展開し、得
点を重ねる。ゲーム開始4分で9－6と
ひかりが丘がリードを広げる。1Q終盤、
両チームファウルを上手く誘いながら
フリースローによる得点を重ね、12－
7とひかりが丘が5点リードで1Q終了。	
 !
2Q 
ひかりが丘のディフェンスは3－2の
ゾーン、対する川上北はオールコート
マンツーマンでゲームスタート。開始
1分、川上北＃6が見事なドライブから
ファウルを誘いバスケットカウントで
10－12と点差を縮める。このプレーか
ら流れを持ってきた川上北は続けて＃
8が0度のジャンプシュートを決め12－
12で同点に追いつく。2Q残4分、ひか
りが丘は流れを変えるためタイムアウ
ト。タイムアウト直後にひかりが丘は
＃9がファウルを誘いフリースローで
得点を重ねるも、川上北の勢いは止ま
らない。川上北の＃5、＃6、＃7が落
ち着いてオフェンスを展開し、インサ
イドとアウトサイドをバランスよく攻
め得点を重ねる。このクォーターは川
上北が見事逆転に成功し2Q　 3－12　
前半終了時15－19で川上北が4点リー
ドで後半を迎える。	
 !
3Q 
後半も前半と変わらずひかりが丘の
ディフェンスは3－2のゾーン、対する
川上北はオールコートマンツーマンで
ゲームスタート。 
後半最初の得点はひかりが丘の＃9の !!

!
力強いドライブシュートとなった。これ
で勢いに乗りたいひかりが丘は、素早いロー
テーションのディフェンスでスティールを
狙う。しかし、川上北はそれを上手くかわ
し、＃4の見事なぺリメーターからのジャ
ンプシュートで得点を重ねリードを許さな
い。残3分、ひかりが丘は＃4を中心に連続
得点を重ね、逆転に成功するも、川上北の
＃4のドライブ、＃6の力強いリバウンド
シュートで再び川上北がリードに成功する。
一進一退の攻防が続いた3Qは　8－8　3Q
終了時23－27で点差変わらず川上北がリー
ドして3Q終了	
 
4Q 
4Qもディフェンスは、ひかりが丘
は3－2のゾーン、対する川上北は
オールコートマンツーマンでゲー
ムスタート。最終クォーター開始
30秒、ひかりが丘は早い展開でオ
フェンスを仕掛け、＃5のドライブ
でファウルを誘いフリースローを
得る。冷静にそれを2本沈め、ひか
りが丘は2点差まで詰め寄る。残4
分、ここで、ひかりが丘は＃4から
＃8へ見事なアシストパスが通り、
＃8がバスケットカウントを得る。
そのフリースローも確実に沈め、
ひかりが丘が逆転に成功する。川
上北も＃4のミドルシュートや、＃
9のインサイドでの見事なターン
シュートなどで加点。しかし、ひ
かりが丘の勢いは止まらない。ス
ティールから＃5がミドルシュート
で加点し、残2分	
 36－33でひかり
が丘がリード。その後、一進一退
の攻防が続くも両チーム得点が入
らず、残50秒で川上北がタイムア
ウト。川上北は最後の追い上げを
見せるも得点できず、逆にひかり
が丘は＃7、＃8のシュートでさら
にリードを広げる。	
 
試合終了時40－33で終盤に勢いを
発揮した、ひかりが丘が見事勝利
を収めた。	
 
動画＞	
 
http://www.youtube.com/watch?
v=pnHR9qTxLT8 
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決勝大会
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男子決勝　六ッ川49 VS 28 鶴ヶ峰 
１Ｑ	
 
六ッ川④のジャンプシュートの得点で
ゲームが動き出す。⑥の1on1、④のパ
スカットからの速攻等で徐々に鶴ヶ峰
との差を広げる展開となる。鶴ヶ峰も
④を中心に果敢に六ッ川ゴールを攻め
るが、六ッ川のディフェンスに阻まれ
中々加点できない。15－6六ッ川の
リードで１Q終了。 !
２Ｑ	
 
六ッ川はセンター⑧のリバウンド、ポ
ストからのジャンプシュートで鶴ヶ峰
ゴールを攻める。鶴ヶ峰も⑧のジャン
プシュート、⑥のパスカットからのゴー
ルで応戦し、序盤は互角の展開となる。
しかし中盤から六ッ川⑤の1on1、⑦⑨
へのアシスト等⑤の活躍で一気に鶴ヶ
峰との差を広げる。33－10と六ッ川
リードで終了。 !!
３Ｑ	
 
六ッ川のボールポゼッションから後半
が開始される。後半に入ると両チーム
ともディフェンスが機能し中々加点で
きない展開が続く。六ッ川は⑧のイン
サイドを中心に④⑬の加点、鶴ヶ峰も
④⑤の果敢なゴールアタックで加点を
する展開となる。41－16で３Qを終了
するも、両チームほぼ互角のゲームと
なった	
 

４Ｑ	
 
３Qにつづき、お互いのディフェン
スに阻まれ、お互い得点ができない
展開が続く。鶴ヶ峰⑥のドライブか
らの得点でゲームが動き始め、⑧の
インサイドでの連続得点で鶴ヶ峰が
このクォータをリードし始める。六ッ
川は開始2分間無得点のままであった
が、⑥のジャンプシュートを皮切り
に④⑩の得点で応戦し始める。残り1
分から鶴ヶ峰⑥のインサイドからの
連続得点で鶴ヶ峰がこのクォータを
リードして終了するが、六ッ川の前
半のリードが生き、49－28で六ッ川
が決勝戦を制した。 
　　　　　　　　　　　　	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 !!!!
動画＞	
 
http://www.youtube.com/watch?
v=pnHR9qTxLT8
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女子準決勝　川上北38 VS 32 大正

女子準決勝　大原北26 VS 33ひかりが丘

１Q	
 
大原北マンツーマン・ひかりが丘は３－２ゾーンでスタート。	
 
両チームとも相手ディフェンスに苦しみなかなか得点できない。	
 
開始１分半ノーゴールだったが大原北⑥がミドル⑤のバスケットカウント、	
 
ワンスローも決めリードする。対するひかりが丘は⑧にボールを集め始め⑧が	
 
連続得点で追いかける。大原北の速い寄りに苦戦するひかりが丘に対して大原	
 
北は速いパス回しから得点し引き離す。１１－５で大原北リード。	
 
２Ｑ 
大原北３－２ゾーン・ひかりが丘マンツーマンでスタート。リードしている	
 
大原北は⑨のミドル・⑦のフリースローで突き放す。対するひかりが丘は大原	
 
北のゾーンをアウトサイドから崩そうとするがシュートがなかなかはいらず	
 
ドライブに対しては大原北⑦が連続ブロックと得点できない。残り３分３４秒	
 
ひかりが丘タイムアウト。タイムアウト後ひかりが丘⑨がシュートを決めこの	
 
クォーター初得点、その後お互いに得点を加え１６－１１で前半終了。 
３Ｑ 
両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。大原北⑤のジャンプ	
 
シュートが決まりリードを広げる。しかしひかりが丘は後半になり積極的にドライブを仕掛け
始め④が連続得点で詰め寄る。大原北⑤⑥が連続得点でリードを広げようとするとひかりが丘
⑤のバスケットカウントですぐさま追いつく。またディフェンスの動きも良くなりひかりが丘
⑩のスティール直後大原北がアンスポをとられこのフリースローを決め２２－２４とこのクォー
ターひかりが丘が逆転で最終クォーターへ。	
 
４Ｑ 
ナイスディフェンスの前にお互いなかなか得点できない。ひかりが丘⑨がフリースロー、④
のドライブから⑩への合わせで連続得点。ここで大原北タイムアウト。タイムアウト直後大
原北⑥ドライブで得点するがすぐさまひかり⑤が決め返し流れを渡さない。残り５８秒でひ
かりが丘タイムアウト・⑩から⑧へメンバーチェンジ。このクォーター９－４としたひかり
が丘が決勝進出を決めた。２６－３３ !

１Q 
川北は⑩のフリースローで先制。対する大正も④のフリースローで同点に持ち込む。大正は
⑥のミドル、リバウンドシュートで差を広げるが川北も⑨のリバウンドシュートなどでついて
行く。しかし、大正は④を起点にジャンプシュートや速攻を次々と決め、リズムをつかんでい
く。川北は、4ファウルで得たフリースローを決めつなぐが、１５－８大正リードで1クォー
ターを終了。	
 
2Q 
　 大正はフリースローで差を広げるも川北はプレスや変則ディフェンスを使い、大正に気持ち
よくオフェンスをさせない。川北は、⑥⑧のミドルなど連増得点をあげ、残り1分30秒、ついに
1点差に詰め寄る。そして残り1分、川北⑤のフリースローで逆転。１８－１７、	
 
川北リードで後半へ。	
 

3Q 
大正、川北共にマンツーマンでスタート。 
川北は④のドライブ、⑥のミドルで差を広げる。大正は⑥のドライブがファウ	
 
ルとなりフリースローを決め、１９－２２となる。その後、両チームディフェン	
 
スを頑張り、3点差のまま残り、45秒川北④がジャンプシュートを決め、	
 
２８－２３の5点差に。残り4秒、大正④がスチールからそのままレイアップを	
 
決め、２８－２５。3点差のまま最終Ｑへ	
 
４Q 
川北は⑧のフリースローで差を広げる。⑦の速攻など連続得点で３４－２５と	
 
この試合最大の9点差となる。ここで大正は⑤にようやくエンジンが掛かり始め、	
 
バスカン、ドライブと連続してきめ差を詰める。しかし、川北は、エンドから	
 
のセットプレイで⑦のシュートが決まり３６－３０となる。 
残り2分12秒、大正はタイムアウトを取る。直後、大正は⑪のミドルが決まり	
 
4点差に詰め寄るが最後は川北がゲームをコントロールし３８－３２で川北が	
 
勝利した。 
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男子準決勝　鶴ヶ峰 49 VS 36 駒岡

1Q 
ティップオフから、鶴ヶ峰ボールでスター
ト、ＤＦは両チーム双方ハーフコートマン
ツー。 
先制点は鶴ヶ峰⑨の速攻、続けざまに④が
果敢にドライブするがここは駒岡のシェル
ディフェンスによりシャットされる。しか
し鶴ヶ峰の攻撃は続く⑤ミドルシュート、
④⇒⑨ゴール下、④ミドルシュートと4連続
ゴールを決める。駒岡は⑥中心に攻めを組
み立てるが思うようにボールが回らない、
そんな中、駒岡④のドライブからのフロー
タで初ゴールを決めたが、すかさず鶴ヶ峰
⑤のカットインで取り返す。3分経過時にリ
バウンド争いで鶴ヶ峰④が負傷、選手交代
となる。鶴ヶ峰④は駒岡⑥にマッチアップ
していたため、交代後のミスマッチをつき、
駒岡は⑥中心にリバウンドシュート、フラッ
シュからのランプレイ、ローポストからパ
ワードライブ、リバウンドシュートと4連続
ゴールで同点に追いついたところで１Q終
了、１０－１０同点	
 !
２Q 
駒岡ボールスタート、ＤＦは両チーム１Ｑ
と変わらず。 
両者様子をうかがいながらスタート。先制
点は鶴ヶ峰⑧カットイン、ファールをもら
いフリースロー1本成功、続いて鶴ヶ峰⑥の
リバウンドからゴール下。鶴ヶ峰はつき離
しにかかるが、駒岡⑨⇒⑫ゴール下、⑨カッ
トインからのレイアップでそれぞれフリー
スロー1本成功。一方鶴ヶ峰は⑧ミドル
シュートで応戦。2分経過した時点で駒岡タ
イムアウト。 
タイムアウト後、駒岡⑧パスカットから速
攻で得点した後、両チームともマンツーマ
ンを攻めきれずミドルシュートの応戦が続
くが決まらない。残り2分を切った所で鶴ヶ
峰⑥パスカットから速攻、駒岡⑬1対１から
カットインとゲームが動き始めた。鶴ヶ峰
はバックカットによる⑧⇒⑥、⑥⇒⑦で得
点。駒岡は⑧のハイポストからのドライブ
シュートがきまり、２１－１８鶴ヶ峰リー
ドで２Ｑ終了。 !
３Ｑ 
鶴ヶ峰ボールスタート、ＤＦは両チームと
もカウントインオールコートマンツー。 
後半先制したのは鶴ヶ峰④ローポストから
ゴール下。駒岡も④１対１からカットイン、
フリースロー1本成功、続けて⑨ミドル
ショートと応戦。鶴ヶ峰④、⑥の２対２の
ボールスクリーンからゴール下、続けて④
のミドルシュートとつき離す。駒岡は④の1
対１、⑥、⑨のミドルシュート。鶴ヶ峰は	
 

⑧のミドルシュート、④パスカットから、
⑤、⑧への速攻により得点を重ねてい
く。鶴ヶ峰は④がゲームコントロール、
駒岡はパスバスケットで応戦するが、鶴ヶ
峰がリードを広げ、３５－２６鶴ヶ峰リー
ドで３Ｑ終了 !
４Q 
駒岡ボールスタート、ＤＦは両チー
ム変わらず。駒岡は⑧中心に攻撃を
組み立てるハイポストからドライブ、
フリースロー1本成功、リバウンドか
らゴール下バスカンフリースローも
決め点差を詰める。しかし鶴ヶ峰は
要所でみせる④の激しいダブルチー
ムによりパスカットから速攻／ミド
ルシュート、⑥の速攻より3連続ゴー
ルし引き離す。 
流れを切りたく3分経過時４３－３１
で駒岡タイムアウト。しかしタイム
アウト後も鶴ヶ峰の攻撃が続く、⑥
カットイン、④のパスカットから⑤
速攻、⑥リバウンドシュートと流れ
を切らさない。駒岡は⑧、⑨の1対１
からのカットインにより、連続ゴー
ルを決め追い上げムードになるが、
ここでタイムアップ、４９－３６で
鶴ヶ峰が勝利し決勝に進んだ。 
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男子準決勝　榎が丘 VS  六ッ川

横浜市ミニバスケットボール連盟!                                                                                                      

1Q 
六ッ川ボールで試合はスタート。 
六ッ川④がシュートをするも外れ、榎が
丘も④がシュートを放つがこちらも外れ
る。 
先制点は榎が丘⑨のフリースロー。 
ここから榎が丘はゾーンプレスを仕掛け
るが、六ッ川は冷静にボールを運び、 
⑥のジャンプシュートを返す。 
榎が丘は⑨、⑪がリバウンドに奮闘し、
フリースローで得点を追加する。 
六ッ川は速攻を中心に試合を展開した
が、リバウンドを取れず、リズムに乗り
切れなかった。 
榎が丘17-15六ッ川 !
2Q	
 
六ッ川はディフェンスを変更し、榎が丘
のガードを自由にさせない。 
このディフェンスが成功し、六ッ川は連
続得点。 
六ッ川⑨のバスケットカウントで榎が丘
17-23六ッ川となったところで 
榎が丘のタイムアウト。 
六ッ川はディフェンスだけではなく、⑧
の高さを有効に使い、 
オフェンスも有利に進める。 
榎が丘は終了間際にシュートに成功する
も、大量リードを奪われてしまった。 
榎が丘19-30六ッ川 !
3Q 
後半の先制点は六ッ川⑧、榎が丘もリバ
ウンドから⑨のシュートで引き離されな
い。 
六ッ川がシュートを決めれば、榎が丘も
返し、得点の取り合いになる。 
榎が丘はゾーンプレスをしかけるも六ッ
川は高さを有効に使い、 
なかなか点差を縮めることが出来ない。 
一進一退の攻防が続き、榎が丘がわずか
に点差を縮め残すは最終クオーターだけ
となった。 
榎が丘33-42六ッ川

4Q 
開始早々六ッ川の３連続得点。 
榎が丘はタイムアウトを使い、流れを止
める。 
タイムアウト明け、榎が丘はシュートを
決め、ディフェンスを変更する。 
しかし、六ッ川は落ち着いて対応する。 
榎が丘は最後まであきらめずに質の高い
プレーを披露する。 
六ッ川も負けじと質の高いプレーを返
す。 
最後は六ッ川⑧がゴール下シュートを決
め、素晴らしい試合を 
締めくくった。 
榎が丘38-56六ッ川 
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